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Ｙｅａｒ Total Male FemaleCensusorOfficialEstimate
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13,705１３，３４９
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(Solomon,０P.ｃ仏ｐ､187）
1,500人の移入労働者が鉱山で働き,かかる非組合員
労働者の数力増すという状況の中て；ついにストラ
イキは11月８日に中止された。このストライキの失
敗を契機に労働組合運動は衰退し，請負制はその後
継続維持された。なお1892年ストライキで逮捕され
たリーダーたちは翌年の６月には全員放免されたが，
彼らはBrokenHillの群衆から熱狂的に迎えられた
と伝える。
この1892年のストライキこそ，荒野の中に形成さ
れたフロンティア＝コミュニティーがlブーム＝タウ
ンへの過程において体験した苦悩を象徴するもので
あった。かかる様相の中に，鉱山業フロンティアが
オーストラリアに急進的な民主主義をもたらしたと
いう前述のHancockの指摘を裏付ける－面があった
と解するのは性急であろうか｡所詮,BrokenHillの
ストライキも，同時期ピッツバーグにみるアメリカ
の労働運動など，世界的な動きの中の一環としてと
らえるべきであろう。コロラドなどアメリカ西部の
鉱山業フロンティアでも同様な状況が展開されてい
た68)。
かかるストライキなどを経験しながらも,Broken
Hillの人口は増加傾向をたどった｡1890年にはオース
トラリアでも経済不況の波が海岸部の諸都市や内陸
部の牧畜業に押し寄せ始めたｶﾈBrokenHiUでは
16の主要鉱山力蝉業しており,最大のＢＨＰ・のご
ときは６月末には400万ポンドの配当金とボーナスを
株主に酉附している。なお，1889年から1892年にか
けてBrokenHill全鉱山に課せられた市税総額も年々
急増をみせている。ところで1891年５月の推定人口
は19,816に上り,municipahtyを宣言した1888年の
年末人口より8,528人をも増加し,ストライキのピー
クを迎えた1892年には人口も２万人台に突入してい
る｡なお前期1891年人口の内訳は男11,827,女7,965,
中国人23,アポリジニー１となっている69)。女性の
比率か高まったとはいえ,女性100に対して男性149
と未だ不安定なフロンティア＝コミュニティーのt生比
構造を示している。かかる性比の不釣り合いはｍｉｍｎｇ
ｃａｍｐの一般的性格である力iBrokenHillでは1911
年には男性120,1921年のごときは男性約100と釣り
合いのとれた性比を示すまでに至っている70)。ちな
みに19,年人口は30,972,1921年人口は26,337；ピー
ク人口は1915年の35,000(推定)で(第２表),１９１０
5２
年代にかけてプームータウンの展開をみたことが想定
される。もちろんかかる過程の中て；例えばストラ
イキ翌年の1893年のように，銀価格の下落などによ
る厳しい不況で；さしものBrokenHillでもその年
末には約1,000人が失業し,他に仕事を求めてtown-
shipを去る人々が多くでたために一時的に人口減少
をみた場合もあった。
上記のごとく，1891年当時中国人の数は少ないが，
彼らはホテルや下宿屋などでコックとして働き，中
国人によってコックの仕事を奪われた人々から苦情
がでたという。なお1891年人口内訳には示されてい
ないがlBrokenHillの北と西の郊外には当時１つ
ずつcamelcampsがあり,そこにはラクダ御者のイ
ンド人やアフガニスタン人の家族たちが住む生活施
設や輸送積荷施設などがみられた。この２つのキャ
ンプには彼ら回教徒のモスクがそれぞれあったとい
われ，乾燥地域での輸送部門を担当するグループと
して，彼らの存在は異色であった。
またダイナミックにとらえることは十分にできなかっ
た。ましてやかのＲＡ・Billingtonがアメリカのフ
ロンティアで取り上げている民主主義とか，個人主
義物質主義楽天主義などといった，フロンティ
アの政治的，社会的，経済的な諸側面，さらには行
動様式などについて73)，本稿では本格的に言及する
までに至らなかった。
さきに筆者は，ウェスタンオーストラリアの
Coolgardieを例に,テントータウン,ブームータウン，
ゴースト＝タウンといった,鉱山集落の生態師肖長に
ついて検討した74)｡本稿では,かかるライフ=サイク
ルにおいて,テントータウンからフームータウンヘの
過程にあるBrokenHillを,フロンティア＝コミュニ
ティーとしてとらえる視点に立った。
前述のように牧畜業者のフロンティアが先行して
いたとはいえ,1870年代までのBarrier地方のアウト
ウイルダーネス
バックは荒野そのも６７)で；1880年代に入り，未開
と文明が接触する鉱山業フロンティアが急速に形成
されていった。かかる鉱山業フロンティアは，テン
トータウンからブーム＝タウンへの過程をたどるフロ
ンティア＝コミュニティーとして,文明社会への生活
空間を構造的に展開した。なお，かかるアウトバッ
クのフロンティア＝コミュニティ－ｶ$海岸部のコロ
ニー首都との関係においてはじめて把握され得たこ
とはいうまでもない。ともあれ，ＢＨＰ.などにみ
る資本蓄積や，1892年のストライキなどに象徴され
るように，オーストラリアの資本主義や民主主義は，
19世紀末期のアウトバックの鉱山業フロンティアに
おいて，特に目立った展開を示したといえよう。
ところて､BrokenHillは1981年のセンサス人口
が２万6,913を数え,いわゆるブームータウンからゴー
ストータウンヘの過程を未だ示していない｡2Out紀に
入ってからのBrokenHillについては，例えばさき
のZiererやSolomon，さらにはGBlainey75)など
が取り上げている。Solomonのごときは,特に1921
年と1947年の両センサス間の人口がコンスタントに
〔むすび〕
以上あくまでフロンティア＝コミュニティーとし
てのBrokenHillの様相について概観することを意
図した域結果は紙数のみ食い，皮相的な記述に終
始した。
エリア
ところでフロンティアを地域として，さらに変イヒ
プロセス
の過程としてとらえるにせよ，ここで|よまず地域を
コミュニティーの生活空間そのものとして考えた。
そしてうBrokenHill歴史協会から刊行されたRH
BKearnsの著作71)などを背景に，鉱山の発見から
10年近くの間にみられた，コミュニティーの生活空
間における変化の過程に着目した。ちなみに，カリ
フォルニアのSierraNevada地方でも,1848年の金
発見から最初の10年間が本当の「鉱山業フロンティ
ア」であったと，ＲＷＰａｕｌは述べている72)。し
かし,文献・資料収集の不足から，フロンティア＝コ
ミュニティーとしてのBrokenHillを，構造的に，
5３
５）Jacobs,ＷＲ（1971）：TheFatalConfron‐
tation：EarlyNative-WhiteRelationsonthe
FrontiersofAustralia,NewGuinea,andAmerica
-AComparativeStudy・Hzc縦ＨＫｓｊＷｉｂｚｚＪ
肋ひねzu,４０，２８３～309.
6）Willis,Ｍ､Ｗ・（1978）：SequentialFrontiels
：theCaUfomianandVictorianExperience,1850-
1900.Ｚ比Wbs花”HiSjWiCzzJQ"α腕"邸９，４８３～
４９４．
７）Webb,Ｗ・Ｐ．（1952）：別ｅＱ１ｅｚｚｊＦりり"/〃
HoughtonMifflin,Boston〔Ｗ・Ｐ､ウェッフ署・西
澤龍生訳（1968）：『グレイト・フロンテイアー
近代史の底流＝』東海大学出版会，443ページ〕
８）Turner，Ｆ、Ｊ・（1920）：Ｚルル0"舵γ/〃
Ａ”e，、z〃Ｈｉｓ〃r〕ﾉLHenryHoltandCo.,NewYork，
ｐ､１２．
９）Sharp,Ｐ.Ｆ､,ｑＰｃﾉﾑ,371～372．
MikeseU,Ｍ、Ｗ､，叩ｃ肱，ｐ､70.
10）渡辺真治（1980）：『フロンティア学説の総合
的研究』近藤出版社，466～467.
11）Leighly,』.（1963）：LUZ"αα"｡Ｌ蛇ＡＳＣ化c吻冗
加加仇ＣＭｉｔｍｇｓｑ／ＣＭＯ"〃〃Szz"〃Univ、
ofCalifOmiaPress，Berkeley,４５～52.
12）Tayor,Ｇ（1940）：ＡｚＭｎ/ｊＺｚＥ・PDutton＆
ＣＯ.，Inc.，NewYork，４～７．
１３）Mikesel1,Ｍ.Ｗ・ｑＰＬｃ肱,ｐ､71.
14）前掲10）渡辺著書，ｐ467.
15）川崎茂（1977）：ウェスタンオーストラリア
のEasternGoldfieldsにおける鉱山集落の形成．
佐賀大学教育学部研究論文集，２５（１），ｐ､160.
16）ビクトリアのゴールド＝ラッシュ関係については，
すでに次の論文で概観している．
川崎茂（1972）：環太平洋地域における鉱山集
落の発達．佐賀大学教育学部研究論文集,20,137～
140.
17）ウェスタンオーストラリア関係については，前掲
２万6,000を越し,変動幅が約1,000以内といった人
口の著しい安定|生に着目し,minmgcentresにみる
Iboomandbust'の一般的特性をBrokenHillが示
していないことを指摘している76)。
なおBrokenHillは，あくまでも鉱山業を基盤77）
としながらも,ブームータウンへの過程の中て;いわ
ゆるフロンティア＝コミュニティーとして,周辺の牧
畜業。鉱山業などアウトバックの植民に対するサー
ビス中心地としての機能的役割を果たすに至ってい
る｡かかる中心地的性格については，Solomonが前
期論文で取り上げている78)ｶﾈ筆者も1974年の現地
調査ご緊急医療サービス基地であるRoyalFlying
DoctorServiceのBrokenHillbaseをはじめ，地
域中､地としてのBrokenHillの諸機能について観
察した。この折の調査状況（第９図～第14図）一般
について，本稿ではほとんど言及し得なかった。か
かる鉱山業フロンティアにおけるフロンティア=コミュ
ニティーの中心地的性格については，すでにウェス
タンオーストラリアのKalgoorlieや,サウスオース
トラリアのKapunda，Burraなどのurbancentres
を取り上げた際に指摘した通りである79)。
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